
　 新年あけま し ておめでと う ございま す。 日頃よ り

村民の皆さ ま の温かいご 支援のおかげで公約であっ

た「 ふる さ と 納税の3 倍増」や「 大相撲巡業の誘致」が

実現し 、「 民間企業と の積極連携」も 前進し ま し た。

新年に際し 、 令和8 年度の重点目標の一端を お伝え

し ます。

1. 創造的復興の完遂と「 誇れる 村」の実現

　 今年は、 熊本地震から 10 年の節目を迎えま す。 創

造的復興を真の意味で完遂し 、 その先の未来へ力強

く 踏み出す一年と 位置づけま す。

• 交通イ ン フ ラ の「 その先」へ： 村内公共交通網を大

き く 見直し 、 既存の手段に固執せず、 村民の利便

性向上を 実現し ま す。 買い物弱者対策も 並行し て

実行し ま す。

• 震災の教訓を 未来へ： 災害に強いイ ン フ ラ 整備の

継続と 地域コ ミ ュ ニティ の再生・ 強化を図り ま す。

「 顔の見える 関係」を 軸と し た、 自助・ 共助が機能

する 地域づく り を 積極的に支援し ま す。 併せて、

防災意識のさ ら なる 向上に努めま す。

2. 「 南阿蘇村ブラ ンド 」の深化と 地域経済の活性化

　 ふる さ と 納税を主軸にし ながら 、 村の基幹産業で

ある 農業、 観光業の競争力を高め、 若者や定住者が

増える 経済基盤を築き ます。

• 高付加価値農業の推進： 清ら かな水と 土壌を 活か

し た農産物に、「 村ブラ ン ド 」と し ての付加価値を

高める 認証制度や販路拡大を支援し ま す。 ふる さ

と 納税は15 億円を目標に、 魅力ある 返礼品開発を

進めま す。 併せて、 農業みら い公社は黒字化を 目

指し 、 地域から 歓迎さ れる 組織へ立て直し ま す。

環境保全型農業の推進と 若手農家の育成、 新規作

物やス マート 農業導入への支援を強化し ま す。

• 「 稼げる 観光」へ進化： 地の利を 最大限に活かし た

交流人口の拡大に注力し ま す。 村内に滞在し 、 消

費を促す「 着地型観光」に向けた新たなコ ンテンツ

開発を強化し ま す。 体験型観光やヘルス ツ ーリ ズ

ム など、 地域の魅力に光を 当てながら 多様なニー

ズに応える 観光メ ニュ ーを 充実さ せま す。 村を 代

表する 観光地である 白川水源のリ ブラ ンディ ング

（ 再開発）にも 着手し ま す。

3. 健康が一番。 村民が誇れる「 日本一住みたい村」の創造

　 赤ちゃんから お年寄り ま で、 村民の健康づく り を

力強く 支援し ま す。 人間ド ッ ク 補助の新設など で健

診受診率を 高めながら 、 健康づく り を村民運動と し

て取り 組み、 児童生徒の健康づく り も 推進し ま す。

• 子育て支援と 教育の充実： 未来を 担う 子ど も たち

が村で育つこ と に希望と 誇り を持てる 環境を 整備

する ため、 子育て世代のニーズに合った負担軽減

に努めながら 、 子ど も たちが自然の中で安全に学

べる 環境づく り を推進し ま す。 特に、 生き る 力を

養う 特色ある 教育プロ グラ ムの導入や異文化交流

にも 力を入れま す。

• 全世代活躍の村へ： 多世代交流の拠点と し て開館

から 5 年を 迎える LOOP 南阿蘇を 拠点に、 読書や

読み聞かせの「 活字文化」の復活を目指し ま す。 ア

ナロ グと デジタ ルのベス ト ミ ッ ク ス で「 読書立村」

を 推進し ま す。 ま た、 高齢者が安心し て暮ら せる

環境を整え、 豊かな文化・ 伝統を次世代へ繋ぐ「 学

びの場」を 充実さ せま す。 後継者育成の支援も 必

要です。

　 本年は、 緩やかな行財政改革を 継続し ながら、 ふ

る さ と 納税で集めた寄付を新たな財源に未来への希

望に満ちた種を蒔き ま す。 水と 緑、 そし て人の心の

温かさ が溢れる「 日本一住みたい、 明る い健康農村」

の実現に向けて、“ チーム 南阿蘇”一丸と なっ て邁進

し てま いり ま す。 どう ぞご期待く ださ い。

太田　 吉浩南阿蘇村長
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　 村民の皆さまには、 穏やかな令和8年の新年を

お迎えのこと と 、 心からお慶び申し上げます。

　 日頃より 本村議会に対しまして、 温かいご理解

とご支援を賜っており ますことに、 議会を代表し

まして厚く 御礼申し上げます。

　 さて、 昨年を振り 返り ますと 、 ウクライナと ロ

シア、 イスラエルと イスラム組織ハマスによる紛

争が未だに終結しておらず、 多く の犠牲者が出て

いる現状に心が痛み、 アメ リ カを中心とする和平

案に一縷の望みを託し、 平和な日々が訪れること

を、 切に願う ばかり であり ます。

　 国内においては、人口の減少、円安、物価の高騰、

個人消費の低迷など多く の社会課題に直面し不安

を感じる一年でした。

　 このよ う な状況の中、 本村では合併20周年を

迎える年に、 1月には多く の来賓を迎え、 盛大に

20周年記念式典が開催され、 12月には合併記念

事業と して大相撲南阿蘇場所を誘致し、 多く の皆

さまにお越しいただき盛大に開催することができ

ました。 関係者の皆さまには、 大変お世話になり

改めてお礼を申し上げます。

　 2月には、 村長ならびに議員選挙が行われ、 こ

れまでの議員定数から 2名減と なり 、 新たに12

名の議員が誕生いたしました。

　 議会では、 議員定数の削減や議会基本条例、 議

員政治倫理条例の制定などの議会改革に取り 組み、

二元代表制の一翼を担う 意思決定機関と して、 本

年も引き続き、 村民に信託される議会を目指して

まいり ます。

　 ハード面では、 南阿蘇村地域整備計画による阿

蘇立野ダム展望施設と して「 タテッ ト 」が完成し、

西側隣接地に芝生広場や遊具を設置し、 親しまれ

る公園化が計画されています。

　 ダム周辺の施設整備により 、 村の玄関口と して

観光振興に大いに寄与するも のと 期待しており

ます。

　 本年は、 これまでの取り 組みをさらに加速させ

村民のく らしを守り 、 期待と信頼に応えるべく 議

員と しての役割と責務を自覚し、 村のさらなる発

展に向け、 議員一同全力を尽してまいり ます。

　 議会と しても、 執行部と議論を深め対話と協調

を大切にしながら、 未来を見据えた政策の立案と

実行に努めてまいり ます。

　 最後に、 村の美しい風景と 、 そこに暮らす人々

の温もり が、 これからも私たちの誇り であり 続け

るよう 、 議会と して心を一つにして取り 組んでま

いり ます。

　 新しい年が、 皆さまにと って笑顔あふれる素晴

らしい一年と なり ますよう 、 心からお祈り 申し上

げ新年のご挨拶といたします。

山室　 昭憲南阿蘇村議会議長
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